
ワークショップ

生成AIと歩むテスト設計

～AIはもう ​1人の仲間～



おさらい 生成AIとは

• コンテンツの生成

– 膨大なデータを学習し、人間の指示（プロンプト）
に従って文章や画像などを自律的に作り出す

• 正確性の限界

– 非常に「もっともらしい」回答を出力するが、その
内容が必ずしも正しいとは限らない（ハルシネー
ション）
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ワークショップのねらい



生成AI活用における人間の「説明責任」

• 生成AIの普及でテスト設計は高速化しましたが、

生成AIへの「丸投げ」は成果物のブラックボック

ス化を招く

• その結果、「なぜこのテストが必要か」という根拠

を人間が示せなくなり、品質に対する説明責任を

果たせないという課題が出てくる



ワークの概要

● AIワークフローで以下を実現することで、「説明

責任」を果たせるようにする

○段階的なレビューによる品質担保

○人とAIの役割分担の確認

○トレーサビリティの確保



ワークの概要

• 段階的なレビューによる品質担保

– 仕様から直接テストケースを出力させず、「テス

ト観点」の抽出工程を挟むことで、AIの見落とし

や誤解釈を人間がレビューしやすくなる



ワークの概要

• 人とAIの役割分担の確認

– 案出しや作業のナビゲートはAIが行い、成果物

の妥当性判断と品質責任は人間が持つという

協業体制を体験する



ワークの概要

• トレーサビリティの確保

– 仕様・テスト観点・テストケース間の繋がりを可視

化し、AIが作成したテストに対して「なぜそのテ

ストが必要か」を客観的に説明できる状態にする



今回使う生成AI

• 今日使うAIは「Gemini」

– Googleが開発・提供する生成AI（対話型AI）
サービス

• AIの出力は毎回変化する
– 生成AIのモデルによっても精度が変わる
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配布資料

①： 仕様書

②： 生成AIに丸投げしたテストケース

③： 生成AIが出力した要求事項

④： 生成AIが出力したテスト観点

⑤： 追加後のテスト観点

⑥： 生成AIが出力したテストケース
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タイムテーブル

1. 生成AIに丸投げしてみよう（20分）

2.AIワークフローを使ってみよう（50分）
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生成AIに丸投げしてみよう

前半ワーク



タイムテーブル

前半ワーク

生成AIに丸投げしてみよう （20分）

- ワーク（5分）
- 解説（10分）
- まとめ（5分）
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ワーク （5分）

前半ワーク

生成AIに丸投げしてみよう



使用する配布資料

前半は①、②のみを使用！

①：仕様書

②：生成AIに丸投げしたテストケース

③～⑥：後半で使用します
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前半ワークのお題

• あなたは、ストップウォッチアプリのテスト担当者
です

• 仕様書を生成AIにアップロードし、仕様書からテ
ストケースを作成しました
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前半ワークのお題

• 配布資料②が生成AIで出力したテストケース

• 与えたプロンプトは以下



前半ワークのお題

• 仕様書を見ながら作成されたテストケースに
抜け漏れないか確認しよう
（5分）
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解説 （10分）

前半ワーク

生成AIに丸投げしてみよう



生成したテストケースのレビュー

• 生成AIの作ったテストケースの印象はどうだろう？

– 「それらしいものができている！」と感心

– しかし、テストケースの漏れはある
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生成したテストケースのレビュー

• ４つの指摘を解説

– ①テストの漏れ

– ②勝手に仕様を解釈

– ③不明瞭な仕様

– ④仕様書に書いていることだけ
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①テストの漏れ

3.3
音量調整
(最小)

音量バーを「0」にする
BGMおよびアラート音
が聞こえなくなる(消
音)

3.4
音量調整
(最大)

音量バーを「100」にす
る

音量が最大レベルで出
力される

3.5
音量変更
の即時反
映

カウントダウン中にバ
ーを動かす

BGMの音量が動的に
変化する



①テストの漏れ

• BGMの音量について

– BGMについてはのテストはあるが、アラート
音の音量のテストが無い

– 3.3ではアラート音もテストしているので3.5
テストの漏れとなる
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②勝手に仕様を解釈

補足的な確認事項(仕様書から読み取れる懸念点)
●最大値を超えた場合：99:59:59.00の状態でさら

に「時間追加」を押した場合、表示が維持されるのか、
あるいはループするのかの確認が必要です。

●初期状態のタイマー値：仕様書(画像)では初期状態で
「00:10:00.00」となっていますが、リセット後の値
がこれと同じになるか確認が必要です。



②勝手に仕様を解釈

• テストケースに出力された補足

– 初期状態のタイマー値： 仕様書（画像）では初
期状態で「00:10:00.00」となっていますが、
リセット後の値がこれと同じになるか確認が
必要

– 仕様書には初期表示についての仕様の記載が
ないにも関わらず、画像から初期値を誤解釈
している
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③不明瞭な仕様

仕様書に

「ん…？この仕様はなんだ？

仕様があいまいだぞ？」

という点はなかっただろうか？
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③不明瞭な仕様

• 仕様書に不明瞭さがあった場合にも、
AIは手元にある情報から「それらしい答え」を推
論して埋めてしまう

• それらしい答えが正しいとは限らない

• 人間であれば不明瞭な仕様を解決するプロセス
が生まれる
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④仕様書に書いていることだけ

仕様書には書いてないけど

「経験上、このテストが必要」

と思った点はなかっただろうか？
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④仕様書に書いていることだけ

• 仕様書に書いていないことはテストしていない

– 動作中に下記を行った際の挙動：
• PCのシステム音量の変更

• 他の音楽アプリを起動

• カウント中にPCがスリープとなった場合の挙動

– 「AIへの丸投げ」だと仕様書の記載に対応する
テストケースしか出てこない。
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解説

• 仕様書に記載していない、非機能ベースのテスト
や経験ベースのテストなど、考慮点が必要

• 生成AIに丸投げして作成したテストケースのレビ
ューは簡単．．.？
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ワーク

• 最初に渡されたときと印象は変わりませんか？

• テストケースをもう一度レビューしてみよう
（2分）
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まとめ

前半ワーク

生成AIに丸投げしてみよう



前半ワークの内容

• 前半では､AIを考慮したプロセスでテスト設計せず
に､丸投げを実施

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装

テスト
実行

仕様書 テストケース
34

ここは、やっていない



AIへの「丸投げ」で起きる3つの問題

• プロセスのスキップ
– テスト分析・設計を飛ばし、仕様書からいきなり

テストケースを出力してしまう
• ハルシネーション（勝手な解釈）

– 仕様の不明瞭な点をAIが勝手に推論・補完し、
誤った期待値を作ってしまう

• 再現性の欠如
– 指示のたびに結果がランダムに変わる（ガチャ

状態になる） 35



「丸投げ成果物」はレビューが困難

• 過程がないため、漏れに気づけない
– テスト観点を整理する過程がないため、重要

なパターンが抜けていても揃っているように
見えてしまう

– 「なぜこのテストケースを実施するか？」の説
明ができない、というリスクにつながる
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「丸投げ成果物」はレビューが困難

• 「もっともらしさ」の罠
– AIが非常にそれらしい答えを出力するため、

人間がレビューしても間違いや抜け漏れを発
見しにくい
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生成AI利用における「人の責務」

• 説明責任を持つのは「人」
– AIは成果物を生成できても「なぜこのテスト

なのか？」をステークホルダーに説明すること
はできない。最終的な品質責任は人間にある

• AIを正しく導くコントロールが必要
– 丸投げするのではなく、AIの誤認識を防ぐ補

足情報を与え、正しい出力へ導くプロセスが不
可欠
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では後半へ

では、どうやって使えば良いのか？

39



AIワークフローを使ってみよう

後半ワーク



後半ワーク

AIワークフローを使ってみよう （50分）

- 説明 （10分）
- ワーク （30分）
- まとめ （10分）
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タイムスケジュール



「丸投げ成果物」はレビューが困難（再掲）

• 過程がないため、漏れに気づけない
– 「何をテストするか（観点）」の過程がないため、

重要なパターンが抜けていても揃っているよ
うに見えてしまう。

• 「もっともらしさ」の罠
– AIが非常にそれらしい答えを出力するため、

人間がレビューしても間違いや抜け漏れを発
見しにくい。
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前半のワークショップのテストプロセス

• テスト分析の工程を飛ばしてテスト設計を実施して
います

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装

テスト
実行

仕様書
テスト
ケース

「何をテストするか」「どうテストするか」が確認できない

43



どうすればレビューできるようになるか

• 完成品をいきなり見せられても、良し悪しは判断し
にくい

• 例えるなら…
– 複雑な数式を解く場合に答えだけでは､どこで

間違えたか､判断しにくい
– ステップを細かくすることで､どこで間違えたか

わかりやすい
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どうすればレビューできるようになるか

• テストケースも同じ
– 段階を踏んでレビューすることが大事
– 生成AIを利用する場合もテストプロセスが大切
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テストプロセスとは

JSTQBでは、以下のようにテストプロセスを定義し
ています

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装

テスト
実行

何をテスト
するか

どうテスト
するか

テスト実行
の準備

テストの
実行

46



AIワークフローとは

• プロセスを順番につなげたもの ＝ ワークフロー
• これをAIに実行してもらう ＝ AIワークフロー

テスト分析 テスト実装

どうテス
トするか

何をテス
トするか

テスト
ケース

テスト設計ワークフロー

47

仕様書
どうテスト
するか

何をテスト
するか



• AIワークフロー
＝AIが人間のタスクをナビゲート・誘導する仕組み

– 業務のプロセスをAIにナビゲートしてもらう

– あくまでAIは補助的な役割

– インプットと最終的な判断と責任は人が持つ

AIワークフローとは
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AIワークフローとは

ワークフロ
ー開始

観点をレビュー
してください

テスト分析・設計
をナビゲートして

生成AIがナビゲートしながら、
成果物を作成する

成果物の品質を
確認する

49

同時押しの観点を
追加してください



なぜAIワークフローを使うのか

• ワークフローにすると
– 途中経過が見えるから、各プロセスでレビュー

できる
– 漏れや間違いに 早い段階で気づける
– 「なぜこのテストケースなのか」の根拠を追える

50



ワーク（30分）

後半ワーク

AIワークフローを使ってみよう



後半ワークの目的

• テストの工程を分解し、AIと協業しながら成果物の
質を高めるプロセスを体験します
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後半ワークの目的

• 「仕様書 → テスト観点 → テストケース」の流れを
体験する

• 途中でレビューを挟むことの効果を実感する
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後半ワークの進め方

• 配布資料③〜⑥に、実行したプロンプトとその出
力結果を記載しています

• 左のスクリーンに、生成AIとの会話画面を表示し
ます（配布資料と出力が異なる場合があります）

• 途中、個人ワークと共有の時間があります
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使用する配布資料

③： AIが出力した要求事項

④： AIが出力したテスト観点

⑤： 追加後のテスト観点

⑥： 生成AIが出力したテストケース
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今回使うAIワークフローの対象範囲

テスト分析､テスト設計､テスト実装をAIがナビゲート
しながら進めます

テスト
分析

テスト
設計

テスト
実装

テスト
実行

何をテスト
するか

どうテスト
するか

テストの
実行の準備

テストの
実行
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スタート

テスト観点
抽出

要求一覧
テスト観点

一覧

作業の流れ 成果物プロセス

要求分析仕様書

ワークの流れ

テスト観点
レビュー

テスト観点
一覧

（レビュー済み）

テストケース
作成

テストケース

Step1 Step2

Step4Step3
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※ここで個人ワーク実施



ワークの流れ

Step1. 仕様書から要求事項を出す

Step2. 仕様書からテスト観点を出す

Step3. テスト観点をレビュー・追加する

Step4. テスト観点からテストケースを作る
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• 仕様書： 配布資料①

• テスト対象: タイマーアプリ

• 主な機能:

– STARTボタン、リセットボタン

– 時間追加ボタン（1分、10分）

– 音量調整

– タイマー上限

59

仕様をおさらいしましょう



• 前半のワークでは、仕様書をAIに渡して､すぐに
テストケースを作成しました

• 今回はプロセスを踏んでやってみます

60

仕様をおさらいしましょう



今回のプロンプト

1. 要求分析
入力した仕様書の記載から、要求に分解する

2. テスト観点抽出
正常系・異常系のテスト観点を抽出する

3. テストケース作成
要求とテスト観点に紐づくテストケースを作成する
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スタート

テスト観点
抽出

要求一覧
テスト観点

一覧

作業の流れ 成果物プロセス

要求分析仕様書

ワークの流れ

テスト観点
レビュー

テスト観点
一覧

（レビュー済み）

テストケース
作成

テストケース

Step1 Step2

Step4Step3
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63

Step1. 仕様書から要求事項を出す

スタート

テスト観点
抽出

要求一覧
テスト観点
一覧

要求分析仕様書
テスト観
点レビュ
ー

テスト観点
一覧

（レビュー済み）

テストケース
作成

テストケース

Step1 Step2 Step4Step3

• AIに仕様書を読ませて、要求を出力します
• 与えたプロンプトは以下です

• 配布資料③（AIが出力した要求事項）が出力例です



スタート

テスト観点
抽出

要求一覧
テスト観点

一覧

作業の流れ 成果物プロセス

要求分析仕様書

ワークの流れ

テスト観点
レビュー

テスト観点
一覧

（レビュー済み）

テストケース
作成

テストケース

Step1 Step2

Step4Step3
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65

Step2. 要求からテスト観点を出す

スタート

テスト観点
抽出

要求一覧
テスト観点
一覧

要求分析仕様書
テスト観
点レビュ
ー

テスト観点
一覧

（レビュー済み）

テストケース
作成

テストケース

Step1 Step2 Step4Step3

• 「何をテストするか（観点）」を生成AIに出して
もらいます

• 与えたプロンプトは以下です

• 配布資料④（AIが出力したテスト観点）が出力例
です



スタート

テスト観点
抽出

要求一覧
テスト観点

一覧

作業の流れ 成果物プロセス

要求分析仕様書

ワークの流れ

テスト観点
レビュー

テスト観点
一覧

（レビュー済み）

テストケース
作成

テストケース

Step1 Step2

Step4Step3
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• AIが出したテスト観点、このまま使って大丈夫？

• 「AIが出力したテスト観点」をレビューしてみましょう

67

Step3. テスト観点をレビューしよう

スタート

テスト観点
抽出

要求一覧
テスト観点

一覧
要求分析仕様書

テスト観点
レビュー

テスト観点
一覧

（レビュー済み）

テストケース
作成

テストケース

Step1 Step2 Step4Step3



• レビューのヒント

– 各機能に対して観点が漏れていないか？

– 正常系に偏っていないか？

– 異常系が「入力値」だけに偏っていないか？

– 経験ベースのテストはないか？

68

Step3. テスト観点をレビューしよう

スタート

テスト観点
抽出

要求一覧
テスト観点

一覧
要求分析仕様書

テスト観点
レビュー

テスト観点
一覧

（レビュー済み）

テストケース
作成

テストケース

Step1 Step2 Step4Step3



Step3. テスト観点をレビューしよう

配布資料④「生成AIが出力したテスト観点」を見なが
ら、足りないテスト観点がないか確認してみましょう

（7分）

テスト観点
抽出

要求一覧
テスト観点

一覧
要求分析仕様書

テスト観点
レビュー

テスト観点
一覧

（レビュー済み）

テストケース
作成

テストケース

Step1 Step2 Step4Step3

69

スタート



Step3. テスト観点をレビューしよう

隣の人と共有してみましょう（3分）

テスト観点
抽出

要求一覧
テスト観点

一覧
要求分析仕様書

テスト観点
レビュー

テスト観点
一覧

（レビュー済み）

テストケース
作成

テストケース

Step1 Step2 Step4Step3
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スタート



Step3. テスト観点をレビューしよう

テスト観点
抽出

要求一覧
テスト観点

一覧
要求分析仕様書

テスト観点
レビュー

テスト観点
一覧

（レビュー済み）

テストケース
作成

テストケース

Step1 Step2 Step4Step3

71

スタート

• テスト観点を追加してみよう
• 与えたプロンプトは以下です。

• 配布資料⑤（追加後のテスト観点）が出力例です



スタート

テスト観点
抽出

要求一覧
テスト観点

一覧

作業の流れ 成果物プロセス

要求分析仕様書

ワークの流れ

テスト観点
レビュー

テスト観点
一覧

（レビュー済み）

テストケース
作成

テストケース

Step1 Step2

Step4Step3
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73

Step4. テスト観点からテストケースを作る

スタート

テスト観点
抽出

要求一覧
テスト観点

一覧
要求分析仕様書

テスト観点
レビュー

テスト観点
一覧

（レビュー済み）

テストケース
作成

テストケース

Step1 Step2 Step4Step3

• Step3でレビュー・追加したテスト観点をもとに、
AIにテストケースを作成

• 与えたプロンプトは以下です。

• 配布資料⑥（AIが出力したテストケース）が出力
例です



Step4. テスト観点からテストケースを作る

• レビュー観点の例:

– すべてのテスト観点がテストケースでカバーされ
ているか？

– テストケースからテスト観点にさかのぼれるか？
（トレーサビリティ）

– 期待結果が具体的か？（曖昧語が残っていない
か）
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まとめ

後半ワーク

AIワークフローを使ってみよう



• 何が正しいか判断できない

• 漏れに気づけない

• 「なぜこのケース？」が分からない
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前半と比べてどうでしたか？

仕様書
テスト
ケース

中身が見えない
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前半と比べてどうでしたか？

要求
一覧

テスト
ケース

テスト
観点

• 途中で確認できるから漏れに気づける

• テスト観点という根拠が残る

• 「なぜこのケース？」に答えられる

仕様書

レビュー



• 作業の再現性

– ワークフローを決めておけば、誰がやっても同じ
プロセスで進められる

• レビュー品質の管理

– 何をチェックすべきかがプロセスに組み込まれる
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AIワークフローを実務で使うメリット



• ワークフローの粒度は、組織の状況に合わせて調
整をしてください

– 異常ケースを体系的に洗い出す

– 経験ベースの観点を追加する
（過去のバグ傾向、よくあるミス）

– リスクベースの観点を追加する
（壊れたとき影響が大きい箇所を優先する）
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実務で使うための留意点



• プロセス／プロンプト

• 自社の用語やフォーマット、プロジェクトの実態
に合わせてカスタマイズしてください

• 利用している生成AIのモデルによっても、調整
が必要になります

• 今回紹介した手法はベストプラクティスではなく、
あくまでAI活用の一例です
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実務で使うための留意点



さいごに

• テストの技術･知識が無いとAIが作成したテスト
ケースが十分であるかを確認するレビューができ
ない

• 今まで通り､テスト分析やテスト設計の技術･知識
は必要
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さいごに

• 生成AIをより効率的に使うために、作業を適切
な単位に分解し、プロセスを設計する技術が必要

• AIのモデルも日々進化するため、適切に使うた
めの技術・知識を学ぶ必要がある
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• 今日のワークで使ったもの

– 仕様書

– プロンプト

• GitHubで公開
• https://github.com/jasst-tohoku/llm_workflow

83

今回使用した資料のご案内

https://github.com/jasst-tohoku/llm_workflow
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